


























































































































































































































































































































































































































































46 早稲田教育評論　第 35 巻第１号
19）台北市政府教育局『台北市社区大学是什麼？』2002。
20）蔡素貞「従全国社大観点看台北市社大的発展与困境」上掲書『台北市社区大学十年回顧与前瞻』
pp. 103-131。
21）楊碧雲「台北市学習型城市推動策略与発展：以智慧城市為基礎、邁向６D城市」台北市政府教育
局『学習型城市与社区学習』2017、p.13。
22）「教育統計通訊」台北市政府教育局、2020/7/24。
23）黄栄護「南港社区大学～水岸城市・永続社区」上掲書『学習型城市与社区学習』pp. 169-170。
24）南港社区大学副校長・曹錫智氏への聞き取り（2015/3/18）。
25）同上。
26）上掲論文、黄栄護、p. 171。
27）台北市政府教育局『台北市103年度社区大学優良課程教学観摩手冊』2014、p. 84。
28）「社区発展協会」と呼ばれる住民自治組織は、地域課題に取り組むために、住民たちによって組織
されている任意組織である。現在は、社会局から衛生福利部社会救助及社工司所管となっており、
統計によると、2019年の台湾全土における社区発展協会数は6,919か所、台北市は375か所成立し
ている。活動内容としては、行政体系の末端である里（日本の自治会に類似）の幹事育成研修に
加え、高齢者クラブ、母親教室、見守り隊、伝統芸能保存などが行われており、福祉拠点や図書
館を併設している箇所もある（「2019年推行社区発展工作成果」より）。
29）社区大学は、学習者を18歳以上の成人としてきたが、2017年から、年齢制限を廃止し、子どもの
参加も認めた。ここには、2019年に全面開始された「12年国民基本教育」がある。高校入試の撤
廃によって、学校教育のカリキュラムが柔軟になったことで、生徒・児童への社区大学での学習
を促したり、社区大学が中学校や高校の部活動に関わったりなど、18歳以下の子どもたちの教育
や学習にアプローチする動きが見られるようになっている。謝国清「「年齢解放」的社大、会変成
児童才芸班嗎？」『独立評論』2017/7/2。
30）台北市南港区九如里の久如社区発展協会執行長・謝建志氏への聞き取り（2019/12/20）。および上
掲論文、黄栄護、p. 172。
31）南港社区大学副校長・曹錫智氏への聞き取り（2019/12/20）。
32）同上。
33）同上。
34）南港社区大学の社団学習者への聞き取り（2015/10/31）。
35）同上。
36）同上。
37）南港社区大学副校長・曹錫智氏への聞き取り（2019/12/20）。
38）南港社区大学副校長・曹錫智氏の書面回答（2020/7/25）。
39）「南港社大在地創新 落実文化治理」『中国時報』2020/7/26。
